
SNSやネットを開けば、発達支援に関する情報がたくさん流れてきます。

「この支援、やってみたい」「こんな関わり方もあるんだ」

私自身も日頃から参考にしていますし、多くの学びをもらっています。

一方で、最近こんなことも考えるようになりました。

どんなに良い支援方法も、その子どもの学びや育ちに合っていなければ意味がありません。

発達の土台となる「子どもの学びとは何か」「学習を支える学びとはどういことか」を

一度立ち止まって考えてみたいと思います。

今回はそんなテーマについて、港で立ち話をするようにお話しします。

答えをお伝えする時間ではありません。

一緒に考え、それぞれの現場へ持ち帰り、支援のヒントを見つける時間になればれしいです。

発信される内容は、「何をするか（What）」や「どうやるか（How to）が中心で。

「なぜその支援を行うか（Why）」について語られる機会は、意外と少ないのではないか。
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港の雑談会 #1
Learning Harbor

オンライン開催（Zoom）

発達支援における

対 象

開催方法

参 加
費

申込方法

Zoom（オンライン）

無料

OT、PT、ST、心理職、保育士、児童指導員、
教員、保護者など、発達支援や教育に関わる方

右のQRコードからお申し込みください

20:00~21:00
(くらいの予定)

7/24
（まつい たくみ）

作業療法士・発達支援実践アドバイザー

合同会社　学びの樹 代表

松井 匠

ナビゲーター

について

テーマ

「学び」

開催
日時

2026

参加申し込みはこちら

⬇️⬇
「面白かった」「活動を続けて欲しい」と感じていただけた方は、

任意で、応援チケット（投げ銭）のご利用をお願いいたします。
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